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に
お
け
る
議
会
、
議
員
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
行
動
に
つ
い
て
、
発
災
前
か
ら
市
民

の
皆
さ
ま
の
理
解
を
得
て
お
く
た
め
、
本

計
画
を
公
表
し
周
知
を
図
り
ま
す
。

に
、
議
員
・
議
会
事
務
局
職
員
が
『
議
会

（
機
能
回
復
）
の
た
め
に
』
何
を
す
べ
き

か
、
何
を
し
て
お
く
べ
き
か
を
決
め
て
お

く
計
画
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
本
計
画
の
必
要
性
と
目
的
及
び
災
害
時

員
・
議
会
事
務
局
職
員
が
、
『
市
民
の
た

め
に
』
何
を
す
べ
き
か
、
何
を
し
て
お
く

べ
き
か
を
決
め
て
お
く
計
画
で
あ
り
、

「
新
城
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
は
、
災
害
が
発

生
し
、
議
会
機
能
が
不
全
に
な
っ
た
時

　
新
城
市
議
会
で
は
、
平
成
31
年
３
月
に

「
新
城
市
議
会
業
務
継
続
計
画
（
新
城
市

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
議

会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
時

の
議
員
対
応
指
針
等
も
こ
の
計
画
に
盛
り

込
む
と
い
う
基
本
方
針
の
下
に
策
定
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
本
来
「
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と

は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
議
会
機
能

が
不
全
に
な
っ
た
場
合
に
発
動
さ
れ
、
い

か
に
速
や
か
に
議
会
機
能
を
回
復
さ
せ
る

か
を
目
的
と
し
て
お
り
、
議
会
機
能
が
不

全
に
な
ら
な
い
災
害
に
つ
い
て
は
「
議
会

Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
は
発
動
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
「
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
だ
け
で
は
様
々
な

災
害
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
に

「
新
城
市
議
会
災
害
時
対
応
基
本
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
中
に
「
新

城
市
議
会
業
務
継
続
計
画
（
新
城
市
議
会

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
」
を
編
入
し
ま
し
た
。

　
近
年
頻
発
し
て
い
る
局
地
的
豪
雨
等
に

よ
る
災
害
発
生
時
に
、
議
会
及
び
議
員
が

迅
速
的
確
に
災
害
対
応
で
き
る
よ
う
、
そ

の
対
応
指
針
を
明
ら
か
に
す
る
「
新
城
市

議
会
災
害
時
対
応
基
本
計
画
」
の
策
定
が

必
要
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。

　「
新
城
市
議
会
災
害
時
対
応
基
本
計
画
」

は
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
議
会
・
議
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９月定例会では、15人の議員が一般質問に登壇し、
市の見解を質問しました。
一般質問とは、議員個人の立場で質問するものです。

①
国
が
治
水
対
策
を
進
め
て
い
る
。
豊

川
に
お
い
て
も
昨
年
、
関
係
団
体
に

よ
り
『
豊
川
流
域
協
議
会
』
が
設
立

さ
れ
計
画
等
も
示
さ
れ
て
い
る
。
具

　
体
的
に
は
、
宇
連
ダ
ム
、
大
島
ダ
ム
、

大
野
頭
首
工
の
３
つ
の
利
水
ダ
ム
に

つ
い
て
、
国
と
関
係
の
ダ
ム
管
理
団

体
に
よ
り
『
治
水
協
定
』
が
締
結
さ

れ
、
事
前
放
流
に
よ
る
治
水
機
能
を

も
た
せ
た
ダ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ

て
い
る
。

②
昨
年
作
成
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
修
正
す
べ
き
点
は
な
い
。

③
昭
和
40
年
代
に
は
大
き
な
浸
水
被
害

も
発
生
し
て
お
り
、
地
元
で
は
排
水

ポ
ン
プ
の
設
置
を
望
む
声
は
昔
か
ら

出
て
い
る
。
最
近
で
は
平
成
28
年
に

要
望
を
受
け
農
地
担
当
で
検
討
を

行
っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
具
体
的
な

計
画
等
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

豊島地区で常設型排水ポンプ施設の
設置要望があるが、その認識は。

検討を行った経緯があるが、具体的
な計画等には至っていない。

山崎祐一　議員

商工業分野での今後の課題は。

中小事業者の高齢化や後継者不足。

そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
鳳
来
寺
山
及
び
山
麓
周
辺
の
観
光
振

興
に
つ
い
て

・
千
郷
小
・
中
学
校
の
校
歌
と
校
訓
が

同
じ
こ
と
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て

・
合
併
新
生
新
城
市
の
初
代
市
長
と
し

て
４
期
16
年
間
、
市
政
運
営
を
担
当

し
た
思
い
と
自
己
評
価
に
つ
い
て

穂
積
市
政
４
期
目
つ
い
て
（
経
済
建

設
分
野
）
伺
う
。

①
各
分
野
に
お
け
る
４
年
間
で
の
主
な

事
業
実
施
の
成
果
と
課
題
、
今
後
の

展
望
は
。

ア
商
工
業

イ
農
業

新
城
市
の
市
土
保
全
に
つ
い
て
伺

う
。

①
本
市
内
に
お
い
て
、
流
域
治
水
は
具

体
的
に
ど
う
進
展
し
た
か
。

②
近
年
発
生
し
た
土
石
流
や
河
川
の
氾

濫
で
、
現
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

修
正
す
べ
き
点
は
な
い
か
。

③
豊
島
地
区
で
、
古
く
か
ら
常
設
型
排

水
ポ
ン
プ
施
設
の
設
置
要
望
が
あ
る

が
、
そ
の
認
識
は
。

産
業
振
興
部
長

建
設
部
長

竹下修平　議員

①
ア
様
々
な
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
長
篠
設
楽
原
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
を
活
用
し
た
特
産
品
の
販
路

開
拓
や
、「
し
ん
し
ろ
企
業
展
」、

新
城
公
共
職
業
安
定
所
と
の
共
催

に
よ
る
「
求
人
面
接
会
」
や
「
高

校
生
の
た
め
の
企
業
説
明
会
」
の

開
催
等
を
し
た
。
ま
た
、
宿
泊
施

設
の
誘
致
や
全
て
の
企
業
団
地
へ

の
進
出
企
業
が
決
定
。
課
題
は
、

中
小
事
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
。
今
後
も
事
業
者
の
自
主
的

な
努
力
を
総
合
的
に
支
援
し
、
地

域
資
源
、
技
術
、
人
材
等
を
活
用

し
た
新
た
な
産
業
や
担
い
手
の
創

出
、
若
者
や
女
性
を
は
じ
め
と
し

た
起
業
、
創
業
を
す
る
市
民
へ
の

支
援
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
イ
市
、
愛
知
東
農
協
及
び
農
林
業
公

社
の
三
者
の
協
働
体
制
の
構
築

と
、
農
業
振
興
に
係
る
窓
口
業
務

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
ま

た
、
地
域
農
業
の
活
性
化
の
た
め

農
業
振
興
対
策
室
を
設
置
し
、
水

田
農
業
の
振
興
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
や
農
地
の
利
用
調
整
及
び

担
い
手
育
成
等
に
取
り
組
ん
だ
。

担
い
手
育
成
に
お
い
て
は
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
き
新
規
就
農
者

の
受
け
入
れ
を
推
進
し
、
施
設
園

芸
３
品
目
で
合
計
14
名
が
新
規
就

農
し
た
。
課
題
は
、
雇
用
労
働
力

の
確
保
や
施
設
園
芸
に
適
し
た
農

地
の
確
保
に
困
難
を
き
た
し
て
い

る
こ
と
。
水
田
農
業
の
担
い
手
不

足
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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新城インターチェンジ付近の養鶏場跡
地の活用計画は。

現時点では企業用地としての案が現
実性があると判断している。

新
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
養

鶏
場
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

①
取
得
か
ら
現
在
ま
で
に
、
該
当
土
地

の
活
用
に
つ
い
て
の
協
議
が
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
行
わ

れ
た
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
当
該

土
地
に
手
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
そ
の
内
容
は
。

②
当
該
土
地
の
活
用
計
画
は
、
現
在
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。

③
現
在
の
状
況
を
、
市
は
ど
の
よ
う
に

判
断
、
評
価
し
て
い
る
の
か
。

④
そ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
当
該
土
地
の

活
用
に
つ
い
て
の
協
議
が
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
、

い
つ
ま
で
に
具
体
的
な
活
用
が
始
め

佐宗龍俊　議員

ヤングケアラーに対する、本市の認識
は。

潜在的にヤングケアラーはいると認
識している。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

①
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
に
つ
い
て

ア
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
本
市
の

認
識
は
。

イ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
学
業
へ
の
影
響

に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

ウ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
心
身
の
発
達
に

対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

②
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い

て
ア
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
及

び
、
支
援
や
要
望
の
実
態
は
。

イ
実
態
調
査
の
意
向
と
、
実
施
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長

企
画
部
長

鈴木長良　議員

①
取
得
後
、
検
討
会
を
設
置
し
、
現
実

的
で
よ
り
効
果
の
高
い
土
地
利
用
方

針
・
具
体
的
事
業
提
案
を
ま
と
め
た
。

令
和
２
年
度
、
検
討
会
の
３
つ
の
利

用
案
「
は
た
ら
く
場
」「
あ
そ
ぶ
場
」

「
く
ら
し
の
場
」
に
つ
い
て
課
題
等

を
整
理
し
、
企
業
等
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
。
現
在
は
三
遠
南
信

自
動
車
道
の
工
事
の
残
土
の
仮
置
場

と
し
て
仕
分
け
を
行
う
作
業
場
所
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

②
現
時
点
で
は
、
企
業
用
地
と
し
て
の

活
用
の
可
能
性
が
最
も
有
力
で
あ
る

と
考
え
る
。

③
現
時
点
で
は
、「
は
た
ら
く
場
」
で

あ
る
企
業
用
地
と
し
て
の
案
が
現
実

性
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

④
今
年
度
中
に
議
会
に
諮
れ
る
よ
う
、

最
終
判
断
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

①
ア
該
当
す
る
子
ど
も
の
全
体
数
の
把

握
は
し
て
い
な
い
が
、
過
去
に
該

当
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た

の
で
、
潜
在
的
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
は
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
イ
一
般
的
に
、
家
事
や
介
護
に
時
間

を
と
ら
れ
る
こ
と
で
、
遅
刻
や
宿

題
忘
れ
、
欠
席
が
増
え
る
、
授
業

に
つ
い
て
い
け
な
い
な
ど
学
業
に

影
響
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　
ウ
部
活
動
に
参
加
で
き
な
く
な
る
こ

と
に
よ
る
体
力
・
健
康
面
へ
の
影

響
、
友
達
と
遊
ぶ
時
間
が
奪
わ
れ

る
こ
と
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
欠
如
な
ど
が
危
惧

さ
れ
、
家
族
ケ
ア
の
負
担
が
子
ど

も
の
進
路
や
人
生
を
左
右
す
る
問

題
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
る
。

②
ア
以
前
学
校
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
ケ
ー

ス
で
、
支
援
を
行
う
こ
と
で
無
事
卒

業
で
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
イ
今
年
度
、
愛
知
県
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
の
実
態
調
査
を
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
状
況
を

踏
ま
え
て
今
後
検
討
す
る
。

※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
本
来
大
人
が
、
担
う
と
想
定
さ
れ
て

い
る
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
。

　
ら
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
新
城
市
消
防
団
総
合
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

・
Ｓ
バ
ス
湯
谷
温
泉
も
っ
く
る
新
城
線
、

Ｓ
バ
ス
布
里
田
峯
線
、
Ｓ
バ
ス
塩
瀬

線
に
つ
い
て
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①
８
月
末
時
点
で
、
工
事
進
捗
率
75
%
。

年
内
に
は
供
用
開
始
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

②
７
月
末
時
点
で
総
額
２
，
１
６
３
万

　
円
。
目
標
額
は
５
，
０
０
０
万
の
た

め
、
引
き
続
き
寄
附
に
つ
い
て
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

③
栄
町
線
は
、
昨
年
度
、
駅
前
広
場
が

暫
定
形
で
供
用
開
始
し
た
が
、
新
城

駅
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
、
駅
前
広

場
、
栄
町
線
の
本
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
町
並
線
か
ら

新
城
駅
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、
地

権
者
の
方
々
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
県
と
協
力
し
な
が
ら
検
討
を

行
っ
て
い
く
。
的
場
線
は
、
県
が
新

城
警
察
署
南
交
差
点
か
ら
ピ
ア
ゴ
新

城
店
ま
で
の
西
側
に
歩
道
を
整
備
す

る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
計
画
が

整
っ
た
ら
地
権
者
説
明
会
を
行
い
、

了
承
が
得
ら
れ
れ
ば
用
地
測
量
を
実

施
す
る
予
定
と
の
こ
と
。

新城駅構内バリアフリー化の進捗状況
は。

年内には供用開始できるのと考え
る。

長田共永　議員

設楽原歴史資料館のトイレの現状は。

他施設のトイレ改修と併せ検討し、
計画的に進めていきたい。

以
前
行
っ
た
一
般
質
問
の
そ
の
後
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

①
新
城
市
設
楽
原
歴
史
資
料
館
の
ト
イ

レ
の
現
状
は
。（
平
成
30
年
３
月
定

例
会
）

②
地
域
の
避
難
所
、
指
定
避
難
所
と
の

中
継
点
「
在
宅
避
難
者
等
支
援
施

設
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
。（
平
成

30
年
12
月
定
例
会
）

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

伺
う
。

①
新
城
駅
構
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進

捗
状
況
及
び
供
用
開
始
は
。

②
新
城
駅
構
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
寄
附

に
お
け
る
寄
附
額
は
２
，
０
０
０
万

円
を
超
え
て
い
る
が
今
後
の
見
通
し

は
。

③
都
市
計
画
道
路
（
栄
町
線
及
び
的
場

線
）
の
整
備
は
。

教
育
部
長

②
在
宅
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
要
配

慮
者
の
支
援
物
資
の
入
手
方
法
は
、

市
の
指
定
避
難
所
を
拠
点
と
し
た
支

援
活
動
に
基
づ
く
も
の
が
基
本
と
な

る
。
自
主
防
災
会
な
ど
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
、
必
要
な
支
援
物
資
や
要

配
慮
者
の
状
況
を
市
の
指
定
避
難
所

に
申
し
出
て
、
避
難
者
名
簿
を
登
録

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
通
じ
、
支
援

物
資
が
届
け
ら
れ
る
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
実

際
に
支
援
物
資
を
届
け
る
際
に
も
、

地
域
の
協
力
や
共
助
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
か
ら
、市
内
の
一
部
地
域
で
は
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
防
災
を
真
剣

に
考
え
る
活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
自
主
的
な
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
地
域
の
公
民

館
や
集
会
所
な
ど
が
「
在
宅
避
難
者

等
支
援
施
設
」
と
し
て
の
役
割
が
果

た
せ
る
よ
う
、
必
要
な
協
力
を
し
て

い
き
た
い
。

総
務
部
長

建
設
部
長

小野田直美　議員

そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
愛
知
県
立
新
城
東
高
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て

・
Ｗ
Ｒ
Ｃ
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
つ
い
て

①「
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
含
め
た
ト
イ

レ
環
境
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
改

修
予
定
が
な
い
」
旨
、
お
答
え
し
、

現
在
も
洋
式
ト
イ
レ
は
設
置
し
て
い

な
い
。
洋
式
ト
イ
レ
を
希
望
さ
れ
る

方
に
は
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
を
案
内

し
て
い
る
。
他
施
設
の
ト
イ
レ
改
修

と
併
せ
、
優
先
順
位
な
ど
の
検
討
を

行
い
な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い
き

た
い
。
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事業者の本市来訪後の対応は。

「進出には賛同しかねる」と文書で
回答した。

新
城
南
部
企
業
団
地
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
に
つ
い
て
伺
う
。

①
事
業
者
の
本
市
来
訪
後
の
本
市
の
対

応
は
。

②
平
成
25
年
５
月
に
事
業
者
が
進
出
予

定
地
取
得
確
定
後
、
庁
内
で
の
情
報

共
有
と
議
会
へ
の
報
告
の
有
無
は
。

ま
た
、
地
元
へ
の
報
告
の
有
無
は
。

山口洋一　議員

本市の観光の現状は。

メディアに取り上げられたところは観光客が多
いが、その先の資源に繋がっていない。

本
市
の
観
光
の
現
状
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

①
本
市
の
観
光
の
現
状
を
ど
う
と
ら
え

て
い
る
か
。

②
財
政
状
況
と
観
光
推
進
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

産
業
振
興
部
長

市
民
環
境
部
長

澤田恵子　議員

①
平
成
24
年
５
月
に
事
業
者
か
ら
企
業

団
地
進
出
に
つ
い
て
の
打
診
が
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
、
同
年
24
年
６
月
20

日
付
け
で
「
進
出
に
は
賛
同
し
か
ね

る
」
と
文
書
で
回
答
し
た
。

②
平
成
25
年
６
月
に
八
名
区
長
会
か

ら
相
談
が
あ
り
、
県
議
、
地
元
市
議

　
も
交
え
て
、
本
市
の
関
係
部
署
で
対

応
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
庁
内

で
の
情
報
共
有
は
、
企
業
立
地
を
担

当
す
る
産
業
・
立
地
部
、
環
境
保
全

を
担
当
す
る
環
境
部
、
自
治
振
興
を

担
当
す
る
企
画
部
で
行
っ
た
。
産
業

廃
棄
物
を
担
当
す
る
県
と
も
情
報
共

有
を
重
ね
、
９
月
に
民
間
の
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
で
悪
臭
問
題
が
発
生

し
た
八
王
子
市
の
事
例
を
確
認
す
る

た
め
、
県
議
、
区
長
と
視
察
に
行
っ

た
。
12
月
に
は
、
事
業
者
に
よ
る
説

明
会
を
八
名
区
長
会
が
開
催
し
、
市

の
職
員
も
同
席
。
ま
た
、
区
長
と
と

も
に
事
業
者
の
豊
橋
市
の
施
設
を
見

学
。
平
成
26
年
１
月
に
は
、
市
議
会

経
済
建
設
委
員
会
部
会
で
情
報
共
有

を
行
っ
た
。
ま
た
、
事
業
者
に
よ
る

住
民
説
明
会
を
黒
田
区
と
一
鍬
田
区

で
予
定
し
、
黒
田
区
で
は
説
明
で
き

た
が
、
一
鍬
田
区
で
は
、
事
業
者
説

明
に
至
る
経
過
が
不
明
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
、
事
業
者
に
よ
る

説
明
が
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
た
め
、

市
が
経
過
説
明
会
を
２
月
に
一
鍬
田

公
民
館
で
、
３
月
に
富
岡
ふ
る
さ
と

会
館
で
開
催
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
設
楽
ダ
ム
建
設
事
業
と
山
村
都
市
交

流
拠
点
施
設
に
つ
い
て

・
本
市
の
指
定
管
理
事
業
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
に
つ
い

て

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
前
は
旅
行

会
社
窓
口
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
旅
行
商

品
を
手
配
す
る
の
が
主
流
だ
っ
た

が
、
現
在
は
、
自
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
宿
泊
先
や
移
動
手
段
を
手
配

す
る
ス
タ
イ
ル
へ
と
変
化
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
人
と
の
接
触
を
避
け
自
然
を
求

め
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
。
本
市
で
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
興
味
を
持
っ

た
と
こ
ろ
や
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ

は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る

が
、
そ
の
先
の
資
源
に
繋
が
っ
て
い

な
い
。
今
後
は
、
情
報
発
信
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
活
用

し
、
丸
１
日
、
或
い
は
１
泊
２
日
で

本
市
を
満
喫
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

作
る
必
要
が
あ
る
。

②
本
市
の
財
政
計
画
及
び
社
会
動
向
を

踏
ま
え
た
上
で
、
国
県
の
観
光
関
連

事
業
へ
の
補
助
金
や
起
債
の
活
用
、

或
い
は
民
間
資
金
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
各
種
、
観
光
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

市
民
、
地
域
、
各
産
業
な
ど
と
更
な

る
連
携
を
図
り
、既
存
の
観
光
施
策
、

テ
ー
マ
別
観
光
の
推
進
、
観
光
基
盤

設
備
の
整
備
、
観
光
推
進
体
制
の
強

化
を
行
い
な
が
ら
観
光
振
興
を
図
っ

て
い
く
。
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引き続き豊橋市と連携し早期開通に
向け進めていく。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新
規

事
業
化
の
決
定
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

①
新
規
事
業
化
の
決
定
を
受
け
、
本
市

の
評
価
と
今
後
の
対
応
は
。

②
新
東
名
高
速
道
路
新
城
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
の
関
連
、
位
置
付
け
の

認
識
は
。

③
今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

④
豊
橋
市
と
の
協
調
・
連
携
内
容
は
。

中西宏彰　議員

マニフェストの達成見込みと評価は。

スマートインターチェンジ新規事業化の
今後の対応は。

７割程度が達成及び効果が表れてい
る。

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
伺

う
。

①
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
全
体
に
つ
い
て
任
期

満
了
ま
で
の
達
成
見
込
み
と
評
価

は
。

②
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
全
体
の
進
捗
と
評
価

か
ら
見
え
る
現
在
の
本
市
の
課
題

は
。

企
画
部
長

建
設
部
長

齊藤竜也　議員

①
第
４
期
新
城
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

は
、
全
部
で
29
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
中
で
、
す
で
に
達
成
し
て
い
る

も
の
は
、
首
長
選
挙
に
お
け
る
政
策

討
論
会
の
常
設
化
、
こ
ど
も
園
の
無

　
償
化
、
新
東
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
企
業
用
地
の
早
期
分
譲
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
達
成
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
も
の
は
、
新
城
エ
ネ
ル
ギ
ー

公
社
の
創
設
や
単
位
交
換
型
留
学
制

度
の
策
定
な
ど
。
全
体
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
と
し
て
は
７
割
程
度
が
達
成
及

び
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

②
こ
こ
１
年
半
余
り
の
状
況
を
捉
え
れ

ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
だ
と
考
え
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
求
め

ら
れ
、
交
通
、
経
済
、
観
光
、
教
育

な
ど
様
々
な
分
野
に
影
響
を
与
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」「
世

代
の
リ
レ
ー
が
で
き
る
ま
ち
を
協
働

し
て
つ
く
る
取
り
組
み
」な
ど
に
も
、

「
つ
な
が
る
力
」
を
最
大
限
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
ず
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
ま
た
同
様
に
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
事
業
に
も
大
変
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
新
城
南
部
企
業
団
地
産
廃
処
理
施
設

の
環
境
対
策
に
つ
い
て

・
穂
積
市
政
16
年
間
に
つ
い
て

①
平
成
29
年
度
か
ら
豊
橋
市
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
き
た
。
４
年
間
で
の
事

業
化
を
目
指
し
て
き
た
の
で
、
ほ
ぼ

予
定
ど
お
り
に
、
今
年
８
月
６
日
に

新
規
事
業
化
の
決
定
が
さ
れ
た
こ
と

は
、
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
い
る
。
今

後
は
、
引
き
続
き
豊
橋
市
と
し
っ
か

り
と
連
携
し
、
早
期
開
通
に
向
け
進

め
て
い
く
。

②
東
名
高
速
道
路
と
新
東
名
高
速
道
路

と
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
接
続

が
市
内
で
で
き
る
。
有
事
の
際
に
は

緊
急
輸
送
路
の
確
保
が
非
常
に
重
要

と
な
り
、
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
。

ま
た
、
産
業
面
で
は
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
物
流
経
路
の
確
保
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
今
後
の

企
業
誘
致
に
お
い
て
も
大
き
な
強
み

に
な
る
。

③
今
年
度
は
中
日
本
高
速
道
路
と
業
務

分
担
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
協
議
を

行
い
、
詳
細
設
計
と
用
地
測
量
を
行

う
。
そ
の
後
、
用
地
買
収
の
目
途
が

立
っ
た
ら
、
工
事
に
着
手
す
る
。

④
今
後
は
、
中
日
本
高
速
道
路
と
共
に
、

上
り
と
下
り
を
分
担
し
、
上
り
線
ラ

ン
プ
ウ
ェ
イ
は
新
城
市
、
下
り
線
ラ

ン
プ
ウ
ェ
イ
は
豊
橋
市
で
事
業
を
進

め
る
。全
体
と
し
て
必
要
な
調
整
は
、

両
市
で
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。
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高速バス運行事業に係る裁判を避け
ることはできなかったのか。

避けることはできなかった。

住
民
監
査
請
求
と
住
民
訴
訟
裁
判
に

つ
い
て
伺
う
。

①
高
速
バ
ス
運
行
事
業
に
係
る
裁
判
に

つ
い
て

ア
裁
判
に
な
っ
た
経
緯
は
。

イ
こ
の
裁
判
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

ウ
業
務
委
託
契
約
で
の
見
積
も
り
と
随

意
契
約
の
問
題
点
は
無
か
っ
た
か
。

山田辰也　議員

総
務
部
長

地域猫活動に対する本市の支援策は。

愛知県動物愛護センターとともに地域
猫活動に関する説明等を行っている。

１
飼
い
主
の
い
な
い
猫
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
地
域
住
民
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
地
域
猫
活

動
に
対
す
る
本
市
の
支
援
策
に
つ
い

て
伺
う
。

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

①
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
学
び
の
機
会

確
保
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
対
応

は
。

丸山隆弘　議員

そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
４
期
16
年
の
成
果
と
市
の
将
来
展
望

に
つ
い
て

市
民
環
境
部
長

教
育
長

２
①
９
月
10
日
ま
で
、
分
散
登
校
と
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
に
よ
り
安
全
と
学

び
の
確
保
を
し
て
い
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
利
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

朝
の
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の

参
加
、
個
別
学
習
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
課
題
の
配
布
や
回
収
な
ど

も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
不
登
校
傾
向
に
あ
っ

た
子
ど
も
た
ち
も
、
多
く
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
参
加
し
、
チ
ャ
ッ
ト

機
能
で
の
交
流
も
生
ま
れ
て
い

る
。

①
ア
住
民
訴
訟
の
提
起
に
先
立
っ
て
、

昨
年
６
月
19
日
付
け
で
市
民
の

方
々
５
人
が
本
市
監
査
委
員
に
対

し
、
住
民
訴
訟
と
同
様
の
措
置
を

求
め
る
住
民
監
査
請
求
を
提
出
し

た
。
監
査
結
果
で
は
、
本
市
が
バ

ス
会
社
と
結
ん
だ
長
期
継
続
契
約

は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定

に
基
づ
い
て
適
正
に
執
行
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
減
価
償
却
費
に
つ

い
て
は
償
却
費
と
し
て
で
は
な

く
、
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
い
て

通
常
必
要
な
運
行
経
費
を
本
市
に

請
求
し
た
も
の
で
あ
り
、
不
当
な

支
出
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て

請
求
が
棄
却
さ
れ
た
が
、
そ
の
結

果
に
不
服
が
あ
る
と
し
て
住
民
訴

訟
が
提
起
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い

る
。

　
イ
住
民
監
査
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
結

果
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
し
て

住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
も
の
と

理
解
し
て
る
の
で
、
行
政
側
と
し

て
こ
の
裁
判
を
避
け
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ウ
住
民
監
査
請
求
に
対
す
る
監
査
結

果
通
知
に
あ
る
よ
う
に
、
地
方
自

治
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
い
た

適
正
な
随
意
契
約
で
あ
る
と
監
査

委
員
が
判
断
し
て
い
る
の
で
、
問

題
点
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

１
地
域
猫
活
動
は
、
地
域
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
、
地
域
住
民
の
認
知
と

合
意
の
も
と
、
地
域
住
民
が
不
妊
去

勢
手
術
や
、
餌
や
糞
尿
の
管
理
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
共
生
が
図
ら
れ
る

活
動
。
本
市
と
し
て
は
、
権
限
の
あ

る
愛
知
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
な
が
ら
地
域
猫
活
動
の
普
及
啓

発
を
図
る
。
地
域
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
を
受
け
た
場
合
、
愛
知
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
適
切
な
餌

や
り
や
飼
い
猫
の
室
内
飼
育
、
地
域

猫
活
動
に
関
す
る
説
明
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
不
妊
や
去
勢
が
必
要
な
場
合
に
は
、

ど
う
ぶ
つ
基
金
の
不
妊
去
勢
手
術
助

成
事
業
へ
の
案
内
も
実
施
し
て
い
る
。
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マニフェストの進捗と自己評価は。

全体として６割から７割程度の達成
はできたのではないか。

滝川健司　議員

12才～29才のワクチン接種状況は。

８月末現在、１回目接種が21.0％、
２回目接種が9.4％。

そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
内
部
統
制
と
行
政
事
務
の
不
手
際
・

ミ
ス
に
つ
い
て

・
高
速
乗
合
バ
ス
「
山
の
湊
号
」
に
つ

い
て

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
本
市
の
感
染
状
況
と
12
才
〜
29
才
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。

②
新
城
市
民
病
院
の
コ
ロ
ナ
専
用
ベ
ッ

ド
と
陰
圧
テ
ン
ト
の
稼
働
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長

浅尾洋平　議員

経
営
管
理
部
長

②
疑
い
病
床
を
含
め
て
５
床
か
ら
６
床
へ

増
床
し
運
用
し
て
い
る
。
８
月
21
日

か
ら
31
日
ま
で
の
病
床
使
用
率
は
約

60
％
。
陰
圧
テ
ン
ト
は
、
発
熱
等
で

感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者
と
一
般
患
者

と
の
接
触
を
避
け
、
診
療
・
検
査
を

実
施
す
る
施
設
と
し
て
使
用
し
て
い

る
。
原
則
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
で

の
診
療
・
検
査
を
実
施
す
る
が
、
車

内
で
の
診
療
・
検
査
が
困
難
な
方
、

徒
歩
や
自
転
車
で
来
院
し
た
方
な
ど

の
診
療
・
検
査
に
つ
い
て
は
陰
圧
テ

ン
ト
を
使
用
し
て
い
る
。

経
営
管
理
部
長

抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
は
発
症
７
日
以
内

か
つ
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
、
軽
症
、
中

等
症
１
の
方
と
い
う
基
準
に
な
っ
て
い

る
。
市
民
病
院
で
は
保
健
所
の
要
請
や
主

治
医
の
指
導
方
針
の
も
と
、
該
当
す
る
患

者
さ
ん
に
対
し
て
は
実
施
を
し
て
い
る
。

市
長

市
政
運
営
に
お
け
る
第
４
期
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
進
捗
と
自
己
評
価
、
や
り
残
し

た
懸
案
事
項
と
退
任
前
の
決
断
に
つ
い

て
伺
う
。

①
８
月
末
現
在
、
今
年
に
入
っ
て
１
９

９
例
、
昨
年
来
通
算
で
２
２
９
例
の

感
染
確
認
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
８

月
の
感
染
者
数
は
80
例
で
、
月
別
の

発
生
件
数
で
は
過
去
最
多
。
８
月
の

感
染
状
況
は
、
20
代
、
30
代
の
割
合

が
46
．
３
％
で
、
５
月
の
21
．
３
％

と
比
較
し
２
倍
以
上
。
12
才
か
ら

29
才
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
、

８
月
末
現
在
、
１
回
目
接
種
が
21
．

０
％
、
２
回
目
接
種
が
９
．
４
％
。

新
城
市
民
病
院
で
抗
体
カ
ク
テ
ル
療

法
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

再
質
問

明
確
化
、②
補
助
金
行
政
の
適
正
化
、③

随
意
契
約
の
在
り
方
、④
公
有
施
設
、

公
共
施
設
の
管
理
。①
は
、
指
示
は
し

て
き
た
が
き
ち
ん
と
調
整
が
で
き
な

か
っ
た
。②
は
、
補
助
金
適
正
化
計
画

を
出
し
て
、
委
員
会
を
招
集
し
、
数
億

円
の
補
助
金
の
削
減
を
し
た
が
、
そ
の

後
新
し
い
事
業
を
起
こ
す
に
従
い
、
新

し
い
補
助
金
が
追
加
さ
れ
て
き
た
。③

④
に
つ
い
て
も
多
く
の
点
で
問
題
を
残

し
、
や
り
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
議
会
と
の
距
離
感
が
つ
か
め

な
か
っ
た
。

　
総
じ
て
言
え
ば
、
行
政
の
内
部
事
務

に
つ
い
て
の
し
っ
か
り
し
た
ル
ー
ル
、

シ
ス
テ
ム
を
確
立
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
並
び
に
議
会
と
の
関
係
に
お
い
て

二
元
代
表
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
踏
み

込
ん
だ
改
革
、
提
案
を
市
長
側
か
ら
行

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ

は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
進
捗
と
自
己
評
価
は
、
退
任
前
に
は

何
ら
か
の
形
で
公
表
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ま
だ
手
つ
か
ず
の
も
の
も

あ
る
が
、
全
体
と
し
て
６
割
か
ら
７
割

程
度
の
達
成
は
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。
心
残
り
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
ま
だ

完
遂
を
し
て
い
な
い
し
、
多
く
の
懸
案

事
項
が
あ
る
。
決
算
意
見
書
で
監
査
委

員
か
ら
一
般
会
計
の
中
で
４
点
の
指
摘

を
さ
れ
た
。①
事
務
手
続
の
手
順
書
の
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

し
、
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。

ＪＲバス関東高速バスの乗り入れ時期
は。

今年の秋を予定しているとのこと。

そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
河
川
管
理
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
株
式
会
社
が
運
行
す
る

高
速
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

①
開
設
時
期
は
。

②
中
継
地
用
の
宿
泊
施
設
は
。

③
も
っ
く
る
新
城
の
バ
ス
停
は
。

④
進
入
路
は
。

⑤
利
用
者
専
用
の
駐
車
場
は
。

総
務
部
長 村田康助　議員

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
及

び
、
地
方
財
政
は
来
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
巨
額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ

な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
、
地
方
税
制
の
充
実
確
保
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　
よって
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
以
下
の
事
項
を
確

実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

①
令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方一般
財
源
総
額
に
つい
て
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回

ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴

い
社
会
保
障
関
係
経
費
が
毎
年
度
増
大
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他
の
地
方
歳
出

に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

②
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る

が
す
見
直
し
は
家
屋
・
償
却
資
産
を
含
め
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
生
産
性
革
命

の
実
現
や
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た
措
置
は
、
本

来
国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
国
の
責
任
に
お
い
て
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
よって
、

現
行
の
特
例
措
置
は
今
回
限
り
と
し
、期
限
の
到
来
を
もって
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

③
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つい
て
講
じ
た
、
課
税

標
準
額
を
令
和
２
年
度
と
同
額
と
す
る
負
担
調
整
措
置
に
つい
て
は
、
令
和
３
年
度

限
り
と
す
る
こ
と
。

④
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能

割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
つい
て
、
更
な
る
延
長
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

⑤
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、
そ
の一部
を
地
方
税
又
は
地
方
譲

与
税
と
し
て
地
方
に
税
源
配
分
す
る
こ
と
。

①
今
年
の
秋
を
予
定
し
て
い
る
と
の
情

報
が
あ
る
の
み
で
、
明
確
な
開
設
時

期
に
つ
い
て
の
情
報
は
ま
だ
な
い
。

情
報
が
入
り
次
第
、
市
議
会
や
報
道

機
関
に
も
情
報
提
供
す
る
。

②
乗
務
員
の
乗
り
継
ぎ
基
地
と
な
る
仮

眠
休
憩
所
は
、
新
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
に
現
在
建
設
中
で
、
50
名

程
度
の
乗
務
員
の
休
憩
が
可
能
と
の

こ
と
。
完
成
時
期
は
、
高
速
バ
ス
路

線
の
開
設
時
期
に
間
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

③
高
速
乗
合
バ
ス
「
山
の
湊
号
」
が
新

設
す
る
「
も
っ
く
る
新
城
（
正
面
）」

バ
ス
停
と
同
じ
位
置
を
予
定
し
て
お

り
、
観
光
案
内
所
と
足
湯
の
前
あ
た

り
の
場
所
と
な
る
。
J
R
バ
ス
関
東

が
設
置
す
る
バ
ス
停
の
名
称
は
、
現

在
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

④
安
全
確
保
を
最
優
先
と
す
る
観
点
か

ら
、
北
側
の
出
入
口
か
ら
進
入
し
、

南
側
の
出
入
口
か
ら
出
て
い
く
一
方

通
行
で
の
運
用
を
考
え
て
い
る
。
一

般
車
両
と
の
接
触
リ
ス
ク
の
低
減
や

バ
ス
が
安
全
に
進
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
現
在
、
駐
車
場
出
入
口

の
角
切
り
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

⑤「
も
っ
く
る
新
城
南
」
バ
ス
停
付
近

の
市
有
地
等
を
活
用
し
、「
も
っ
く

る
新
城
」
第
２
駐
車
場
兼
高
速
バ
ス

利
用
者
の
た
め
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

を
現
在
検
討
し
て
い
る
。
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議案とは、議会の議決を経て、市または議会の意思を決定するため、
市長または議員もしくは委員会が、議会に提出する案件のことです。

容
内
の
案
議
な
主

　

令
和
３
年
度
新
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

９
，
５
２
０
万
５
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
２
３
６
億
１
，
２
５
４
万
円
と
し

ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
金
給
付
事
業
経
費

・
災
害
復
旧
事
業
経
費

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

新
城
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命　
夏
目
　
安
勝
　
氏
（
作
手
地
区
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
任
命
し
ま
す
。

●
９
月
定
例
会

令
和
３
年
度
新
城
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
専
決

処
分
の
承
認

　
東
郷
西
小
学
校
で
発
生
し
た
雨
漏
り

を
早
急
に
改
修
す
る
た
め
、
７
月
27
日

付
け
で
専
決
処
分
を
し
ま
し
た
。

　
湯
谷
温
泉
も
っ
く
る
新
城
線
の
停
留

所
に
、
も
っ
く
る
新
城
（
正
面
）
と
新

城
総
合
公
園
（
東
側
）
を
加
え
、
八
束

穂
バ
ス
停
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
め
ま
す
。

　
市
議
会
９
月
定
例
会
は
８
月
31
日
か

ら
９
月
17
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
や

補
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
57
件

や
議
員
提
出
の
決
議
案
３
件
、
意
見
書

１
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
作
手
財
産
区
管

理
委
員
６
名
を
選
任
し
ま
す
。

新
城
市
監
査
委
員
の
選
任

　
澤
田
　
恵
子
　
議
員

　
下
江
洋
行
氏
が
新
城
市
監
査
委
員
を

辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な
議
会

選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
澤
田
恵
子
議

員
を
選
任
し
ま
す
。

新
城
市
公
平
委
員
会
委
員
の
任
命

　
佐
宗
　
常
治
　
氏
（
作
手
地
区
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
任
命
し
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

３
億
９
５
１
万
４
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
２
３
５
億
１
，
７
３
３
万
５
千
円

と
し
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
経

費
・
鳳
来
総
合
支
所
等
整
備
事
業
経
費

・
小
学
校
・
中
学
校
管
理
事
業
経
費

・
地
域
文
化
広
場
改
修
事
業
経
費

・
災
害
復
旧
事
業
経
費

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
新
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

　
対
象
地
区
に
「
国
道
１
５
１
号
沿
道

サ
ー
ビ
ス
地
区
」
を
加
え
、
建
築
し
て

は
な
ら
な
い
建
築
物
を
規
定
を
し
ま
す
。

新
城
市
特
別
用
途
地
区
建
築
条
例

の
一
部
改
正

　
福
祉
従
事
者
の
方
が
や
り
が
い
を
持
っ

て
働
き
続
け
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
福
祉
従
事
者
支
援
の
基
本
理
念
を
定

め
、
福
祉
従
事
者
、
事
業
者
、
市
民
、
市

の
責
務
、
ま
た
、
４
者
の
連
携
に
つ
い
て

定
め
る
た
め
、
新
た
に
定
め
ま
す
。

新
城
市
福
祉
従
事
者
が
や
り
が
い

を
持
っ
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進

す
る
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

新
た
に
定
め
ま
す
。

新
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
推
進
基
金
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

決まりました！！

新
城
市
営
バ
ス
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
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主 な 議 案 の 討 論

　

　

　

　

　

　

　

●第95号議案

令和３年度新城市一般会計補正予算（第６号）
山崎 祐一議員
　

（賛成多数により可決）

浅尾 洋平議員 賛成反対
　債務負担行為補正として学校給食施設実施設
計修正業務委託料が含まれている。県用地取得
前に行うのは前のめり。コミュニティ・ビジネス推進
基金や観光PRの予算も含まれており、反対する。

　共同調理場建設に反対だからということだが、
建設はやむを得ないと考える。今の子どもたちが
安心して給食を食べられることが大切と考え、賛
成する。

鈴木 長良議員
　

山田 辰也議員 賛成反対
　共同調理場の計画は正しいものか。また、岡崎
SAでの足湯体験が本市の宣伝になるのか疑問と
考え、反対する。

　学校給食施設実施設計修正業務委託料は事
業を推進するためのもの。事業の早期実現を願い、
賛成する。

小野田 直美議員
　

澤田 恵子議員 賛成反対
　コミュニティ・ビジネス推進基金は計画が定まっ
ていないのでは。足湯体験はお湯が冷めないかも
心配で、反対する。

　コロナ対策や公共施設の修繕等必要な補正。ま
た、県が用地払下げを取止めることはないものと考
え、賛成する。

新城市営バスの設置及び管理に関する条例の一部改正（賛成多数により可決）
●第89号議案

佐宗 龍俊議員
　

山田 辰也議員 賛成反対
　当初の計画がずさん。市民の利便性を考えてい
るか疑問。観光のためではなく、乗車人数が少な
くても市民の足であるべき。もっくる新城内の停留
場も危険と考え、反対する。

　昨年、予算を増やさずにダイヤを改正して乗車
人数が増えた。今回はそれをさらに多くの人に乗っ
てもらおうと改正するもの。安全確保には十分注
意を払うことをお願いし、賛成する。

柴田 賢治郎議員
　

丸山 隆弘議員 賛成反対
　一部地区の住民の利便性が低下するのでは。
もっくる新城内の安全性にも疑問。沿線の高齢
者の通院や、地域活性化を考慮すべきと考え、
反対する。

　現存の資源をより効率的に利用するために必
要。利用者の安全な動線を確保する配慮もある。
より市民福祉に寄与するものと考え、賛成する。

新城市コミュニティ・ビジネス推進基金の設置及び
管理に関する条例の制定

●第90号議案

（賛成多数により可決）

柴田 賢治郎議員
　

山田 辰也議員 賛成反対
　しんしろ創造会議の成果とするためだけの条例。
わざわざふるさと納税から積立てる必要はない。現在
のめざせ明日のまちづくり事業で十分と考え、反対
する。

　コミュニティ・ビジネスに賛同する市外在住者等
からより幅広く資金を募るために必要な条例と考
え、賛成する。

齊藤 竜也議員
　

澤田 恵子議員 賛成反対
　コミュニティ・ビジネス推進基金運用のための要
綱が示されていない。条例の制定を先走るべきで
はないと考え、反対する。

　コミュニティ・ビジネスを成長させるため、様 な々
手段で資金調達する仕組みづくりが必要と考え、
賛成する。
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●議員提出第４号

山田辰也議員に対する問責決議
小野田 直美議員
　

（賛成多数により可決）

丸山 隆弘議員
　

賛成反対
　私も発言を遮られ、権利を阻害された。山田議
員は２回謝罪した。これ以上何をするのか。調査
不足。私は嫌がらせを受けても公人としてはねのけ
る。市民を助ける議論をするべき。反対する。

　丸山議員の発言を遮ったという事実は断じてな
い。山田議員は暴力的言動を繰り返してきた。謝
罪も笑いながらだった。暴力的な行為で黙らせるよ
うなことは絶対に許されないと考え、賛成する。

●議員提出第５号

鈴木達雄議長に対する不信任決議
山田 辰也議員
　

（賛成小数により否決）

柴田 賢治郎議員
　

賛成反対
　１０月には選挙、その後には新しい議会運営が
始まる。禍根を残さぬようにと考え、反対する。

　議会改革を期待していたが、応えてもらえなかっ
た。話し合いが不足していたと考え、賛成する。

令和２年度新城市一般会計決算認定 （賛成多数により可決）

●第98号議案

山崎 祐一議員
　

浅尾 洋平議員
　

賛成反対
　政務活動費返還金当事者の下江前監査委員
が監査した上、不在の点。また、高速バス運行
事業、インター周辺整備事業、共同調理場の建
設事業の支出は無駄と考え、反対する。

　養鶏場跡地は工場用地の需要や周辺環境改
善を考慮して買ったもの。また、高速バス事業は
交通結節点を目指したものと考え、賛成する。

中西 宏彰議員
　

山口 洋一議員
　

賛成反対
　不納欠損額が43.6％増えた点、政務活動費
返還金、高速バス運行事業が不適切と考え、
反対する。

　東庁舎改修事業等が行われた。反対討論にも
耳を傾け、更なる市政の発展に努められるようお
願いし、賛成する。

竹下 修平議員
　

山田 辰也議員
　

賛成反対
　高速バス運行事業、インター周辺整備事業、
共同調理場建設の事業が不適切と考え、反対
する。

　個々の事業に反対だから認定しないという姿勢
は望ましくない。決算としての不備はないものと考
え、賛成する。

小野田 直美議員
　

澤田 恵子議員
　

賛成反対
　高速バス運行事業や、決算審査意見書指摘
の業務手順書が不完全な点、随意契約に関す
る点を考慮し、反対する。

　高速バス運行事業等ではチェックは必要だが、
協力も必要。令和２年度の予算執行は及第点と
考え、賛成する。

鈴木 長良議員
　

丸山 隆弘議員
　

賛成反対
　政務活動費返還金、高速バス運行事業と路線
バス運行事業、共同調理場建設の事業は不適切
と考え、反対する。

　路線バス運行事業等は必要。政務活動費返
還は議員の申し出によるもので、事務は適切に執
行されたと考え、賛成する。

●議員提出第６号

山崎祐一議員に対する辞職勧告決議
山田 辰也議員
　

（賛成多数により可決）

柴田 賢治郎議員
　

賛成反対
　辞職勧告は既に行った。選挙で市民が判断す
る。再度の決議は必要ないと考え、反対する。

　再発防止のためにも議会が判断をすることが大
切。辞職勧告は妥当と考え、賛成する。
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山
田
辰
也
議
員
に

対
す
る
問
責
決
議

山
崎
祐
一
議
員
に
対

す
る
辞
職
勧
告
決
議

　
９
月
定
例
会
最
終
日
に
山
田
辰
也
議
員

に
対
し
て
、
問
責
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
対
象
者
で
あ
る
山
田
辰
也
議
員
が
除
斥

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
者
／
柴
田
賢
治
郎
　

　
賛
成
者
／
竹
下
修
平
、
鈴
木
長
良
、

　
　
　
　
　
小
野
田
直
美
、
滝
川
健
司
、

　
　
　
　
　
中
西
宏
彰
、
村
田
康
助

　
９
月
定
例
会
最
終
日
に
山
崎
祐
一議
員
に

対
し
て
、
辞
職
勧
告
決
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
対
象
者
で
あ
る
山
崎
祐
一議
員
が
除
斥
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
者
／
澤
田
恵
子
　

　
賛
成
者
／
山
田
辰
也

　
令
和
３
年
８
月
23
日
新
城
市
役
所

東
庁
舎
３
階
委
員
会
室
に
て
開
催
さ

れ
た
市
議
会
全
員
協
議
会
に
て
、
議

会
報
告
会
に
係
る
市
民
意
見
の
扱
い

に
つ
い
て
発
言
し
て
い
た
小
野
田
直
美

議
員
に
対
し
、
威
圧
的
な
言
動
で
そ

の
発
言
を
遮
り
拳
を
上
げ
、
発
言
を

続
け
た
同
議
員
に
対
し
暴
言
を
吐
き

威
嚇
行
為
を
し
た
。

　
こ
の
山
田
辰
也
議
員
の
行
為
は
、

自
由
討
議
を
開
催
中
の
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
他
の
議
員
の
発
言
を
暴
力

的
行
為
を
用
い
て
阻
害
す
る
行
為
で

あ
る
。

　
議
会
を
構
成
す
る
議
員
は
、
選
挙

を
経
て
そ
れ
ぞ
れ
市
民
か
ら
負
託
を

受
け
た
こ
と
で
当
議
会
に
存
在
す
る

の
で
あ
り
、
同
じ
負
託
を
受
け
た
議

員
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
議
員
の
権

利
を
阻
害
す
る
行
為
は
、
市
民
の
代

弁
者
と
し
て
有
る
ま
じ
き
行
為
で
あ

る
。

　
ま
た
、
今
回
の
山
田
辰
也
議
員
に

よ
る
暴
言
と
威
嚇
は
、
他
の
議
員
の

発
言
を
尊
重
せ
ず
自
身
の
主
張
の
み

を
す
る
身
勝
手
な
も
の
で
あ
り
、
過

去
に
も
幾
度
か
同
様
の
言
動
に
よ
り

議
長
か
ら
注
意
を
受
け
た
に
も
関
わ

ら
ず
繰
り
返
さ
れ
た
上
で
の
行
為
で

あ
る
。

　
山
田
辰
也
議
員
は
、
そ
れ
を
行
っ

た
者
と
し
て
強
く
非
難
さ
れ
、
二
度

と
同
じ
行
為
を
し
な
い
よ
う
再
発
防

止
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
決
議
は
、
暴
力
的
行
為

に
よ
り
議
員
の
発
言
が
妨
げ
ら
れ
な
い

事
を
保
障
し
、
暴
力
的
行
為
は
許
さ

れ
な
い
と
い
う
決
意
を
宣
言
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
よ
っ
て
本
市
議
会
と
し
て
、
議
会

全
体
の
信
頼
と
秩
序
保
持
の
た
め
、

議
会
の
責
任
に
お
い
て
山
田
辰
也
議

員
に
対
し
、
問
責
す
る
事
を
表
明
す

る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

員
協
議
会
に
お
い
て
も
「
た
だ
い
ま
計

画
中
で
あ
る
。」
と
か
、
無
言
を
通
す

な
ど
真
摯
な
態
度
で
な
い
こ
と
、
ま

た
地
域
活
動
交
付
金
で
の
活
動
内
容

を
、
迷
惑
を
お
か
け
し
た
地
域
の
方
々

に
も
い
ま
だ
説
明
す
る
こ
と
も
な
く
、

謝
罪
も
な
い
ま
ま
放
置
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
一
期
４
年
の
最
終
議
会

で
あ
り
、
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

せ
め
て
迷
惑
を
お
か
け
し
た
地
域
の

方
々
に
だ
け
で
も
謝
罪
を
す
る
よ
う

求
め
新
城
市
議
会
全
体
の
責
任
に
お

い
て
、
再
度
こ
こ
に
辞
職
勧
告
を
表

明
す
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

【
決
議
原
文
】

　
平
成
30
年
12
月
５
日
付
け
で
新
城

市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
よ

り
、
条
例
第
９
条
第
３
号
の
「
議
員

辞
職
の
勧
告
」
を
全
員
一致
で
決
定
さ

れ
た
が
、
勧
告
後
に
、
自
ら
地
域
に

赴
き
説
明
に
回
る
と
し
な
が
ら
、
全

【
決
議
原
文
】



議 賛案 否
９月定例会

議
案
番
号

議　　案　　名
議
決
結
果

表決 議　　　　　員　　　　　名

賛
　
　
　
成

反
　
　
　
対

竹

下

修

平

齊

藤

竜

也

佐

宗

龍

俊

鈴

木

長

良

澤

田

恵

子

浅

尾

洋

平

柴
田
賢
治
郎

小
野
田
直
美

山

田

辰

也

山

崎

祐

一

村

田

康

助

山

口

洋

一

長

田

共

永

鈴

木

達

雄

滝

川

健

司

中

西

宏

彰

丸

山

隆

弘

89
新城市営バスの設置及び
管理に関する条例の一部
改正

原案
可決 12 4 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議
長
は
議
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ×

90
新城市コミュニティ・ビジ
ネス推進基金の設置及び管
理に関する条例の制定

原案
可決 12 4 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

95 令和３年度新城市一般会
計補正予算（第６号）

原案
可決 12 4 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

98 令和２年度新城市一般会
計決算認定

原案
可決 11 5 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ×

135 新城市監査委員の選任 同意 14 0 ○ ○ ○ ○ 除
斥 ○ ○ ○ ○ 退

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○

決
議
１

山田辰也議員に対する
問責決議

原案
可決 11 3 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 除

斥 ○ ○ 退
席 ○ ○ ○ ×

決
議
２

鈴木達雄議長に対する
不信任決議

原案
否決 5 10 × × × × ○ ○ × × ○ × × ○ 議

長
除
斥 × × ○

決
議
３

山崎祐一議員に対する
辞職勧告決議

原案
可決 10 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 除

斥 × ○ × 議
長 ○ × ○

※○は賛成、×は反対、賛否については各議員からの報告をもとに公表します。
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議 結 一決 果 覧

議案番号 議　案　名 議決年月日 審議結果

報告８ 専決処分の報告（和解及び損害賠償の額の決定） 3・8・31 報告

報告９ 令和 2年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告 〃 〃

報告１０ 新城市土地開発基金運用状況 〃 〃

報告１１ 公益財団法人農林業公社しんしろの経営状況 〃 〃

報告１２ 有限会社つくで手作り村の経営状況 〃 〃

報告１３ 新城市土地開発公社の経営状況 〃 〃

報告１４ 令和 2年度新城市一般会計予算の継続費に係る精算報告書 〃 〃

87 令和 3年度新城市一般会計補正予算（第 5号）の専決処分の承認 〃 承認

88
新城市個人情報保護条例及び新城市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部改正

3・9・17 原案可決

89 新城市営バスの設置及び管理に関する条例の一部改正 〃 〃

90 新城市コミュニティ・ビジネス推進基金の設置及び管理に関する条例の制定 〃 〃

91 新城市住民投票条例の一部改正 〃 〃

92 新城市福祉従事者がやりがいを持って働き続けることができるまちづくり条例の制定 〃 〃

93 新城市肥料等の大量な施用等の防止に関する条例の一部改正 〃 〃

94 新城市特別用途地区建築条例の一部改正 〃 〃

95 令和３年度新城市一般会計補正予算（第６号） 〃 〃

96 令和３年度新城市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号） 〃 〃

97 令和３年度新城市病院事業会計補正予算（第１号） 〃 〃

98 令和２年度新城市一般会計決算認定 〃 認定

99 令和２年度新城市国民健康保険事業特別会計決算認定 〃 〃

100 令和２年度新城市後期高齢者医療特別会計決算認定 〃 〃

101 令和２年度新城市国民健康保険診療所特別会計決算認定 〃 〃

102 令和２年度新城市宅地造成事業特別会計決算認定 〃 〃

103 令和２年度新城市千郷財産区特別会計決算認定 〃 〃

104 令和２年度新城市東郷財産区特別会計決算認定 〃 〃

105 令和２年度新城市吉川組財産区特別会計決算認定 〃 〃

106 令和２年度新城市小畑財産区特別会計決算認定 〃 〃

107 令和２年度新城市中宇利財産区特別会計決算認定 〃 〃

108 令和２年度新城市富岡財産区特別会計決算認定 〃 〃

109 令和２年度新城市黒田財産区特別会計決算認定 〃 〃

110 令和２年度新城市庭野財産区特別会計決算認定 〃 〃

111 令和２年度新城市一鍬田財産区特別会計決算認定 〃 〃

112 令和２年度新城市八名井財産区特別会計決算認定 〃 〃

113 令和２年度新城市大野財産区特別会計決算認定 〃 〃
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議案番号 議　案　名 議決年月日 審議結果

114 令和２年度新城市川合池場財産区特別会計決算認定 3・9・17 認定

115 令和２年度新城市海老財産区特別会計決算認定 〃 〃

116 令和２年度新城市山吉田財産区特別会計決算認定 〃 〃

117 令和２年度新城市作手財産区特別会計決算認定 〃 〃

118 令和２年度新城市病院事業会計決算認定 〃 〃

119 令和２年度新城市水道事業会計決算認定 〃 〃

120 令和２年度新城市工業用水道事業会計決算認定 〃 〃

121 令和２年度新城市下水道事業会計決算認定 〃 〃

122 財産の取得（変更） 〃 原案可決

123 和解及び損害賠償の額の決定 〃 〃

124 新城市公平委員会委員の選任 〃 同意

125 新城市教育委員会委員の任命 〃 〃

126 新城市作手財産区財産区管理委員の選任 〃 〃

127 新城市作手財産区財産区管理委員の選任 〃 〃

128 新城市作手財産区財産区管理委員の選任 〃 〃

129 新城市作手財産区財産区管理委員の選任 〃 〃

130 新城市作手財産区財産区管理委員の選任 〃 〃

131 新城市作手財産区財産区管理委員の選任 〃 〃

132 市道の路線認定 〃 原案可決

133 新城市過疎地域自立促進に係る固定資産税の特例に関する条例の全部改正 〃 〃

134 令和３年度新城市一般会計補正予算（第７号） 〃 〃

135 新城市監査委員の選任 〃 同意

136 新城市過疎地域持続的発展計画の策定 〃 原案可決

議員３ コロナ禍による厳しい財政状況に対し地方税財源の充実を求める意見書 〃 〃

決議１ 山田辰也議員に対する問責決議 〃 〃

決議２ 鈴木達雄議長に対する不信任決議 〃 否決

決議３ 山崎祐一議員に対する辞職勧告決議 〃 原案可決

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
、
新
城

市
議
会
で
は
９
月
28
日
に
、
交
通
安
全
啓
発
運

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
30
分
か
ら
出
発
式
を
行
っ
た
後
、

小
中
学
生
の
登
校
を
見
守
り
な
が
ら
、
車
の
運

転
者
に
プ
ラ
カ
ー
ド
で
安
全
運
転
等
を
訴
え

ま
し
た
。

交
通
安
全
啓
発
運
動
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委員会とは、議会の内部組織として、本会議における審議の予備的審査調査機関として設置される審査機関のことです。

委員会インフォメーション
i n f o r m a t i o n

　

各委員長が、委員会活動について
分かりやすくお伝えするコーナーです。

総
務
消
防
委
員
会

今
期
の
委
員
会
活
動
報
告

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今
期
後
半
は
視

察
や
研
修
な
ど
の
活
動
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
行
っ
た

「
地
区
防
災
座
談
会
」
で
は
、
６
地
区

に
委
員
が
出
か
け
、「
あ
な
た
の
地
域

で
本
当
に
必
要
な
防
災
対
策
と
は
」

を
テ
ー
マ
に
、
各
地
域
な
ら
で
は
の

お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　〈
頂
い
た
ご
意
見
の
一
例
〉

　一
鍬
田 

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
や
助
け
合
い
意
識
の
低
下
が
あ
る
。

要
配
慮
者
の
把
握
と
避
難
行
動
支
援

が
必
要
。
豊
島 

水
害
災
害
訓
練
と
地

震
災
害
訓
練
を
分
け
て
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
防
災
訓
練
の
再
考
が
必

要
。
東
郷
西 

新
し
く
住
む
人
や
外
国

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不

安
な
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
防
災
訓
練
へ
の
参

加
を
促
す
必
要
が
あ
る
。
山
吉
田 

土

砂
災
害
や
倒
木
が
多
い
た
め
、
孤
立

の
可
能
性
が
高
い
。
愛
郷 

高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
が
課
題
。
野
郷 

子

ど
も
の
防
災
教
育
が
必
要
。
薬
を
含

厚
生
文
教
委
員
会

　
９
月
定
例
会
で
は
３
議
案
と
陳
情

２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
新
城
市
福

祉
従
事
者
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
条
例
ほ
か
２
議
案
に
つ
い
て
は
、

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
新
城
市
総
合
運
動
公
園(

仮

称
）
誘
致
に
関
す
る
要
望
書
」
で
は
、

健
康
寿
命
の
増
進
と
子
ど
も
た
ち
の

体
力
向
上
の
た
め
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
機
能
性
の
あ

る
、
新
し
い
体
育
施
設
及
び
体
育
館

が
必
要
な
た
め
、
旧
新
城
東
高
校
跡

地
に
、
新
城
市
民
総
合
体
育
施
設
及

び
体
育
館
（
仮
称
）
を
誘
致
し
て
ほ

し
い
と
の
陳
情
を
受
け
、
熱
心
な
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
趣
旨
採
択
と

な
り
ま
し
た
。「
国
の
私
学
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
」
に
つ
い
て
も
、
趣
旨
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
期
の
委
員
会
活
動
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
活
動
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
対
策

事
業
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
環
境
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
更
な
る
感
染
症
対

策
を
行
い
、
皆
様
の
安
全
安
心
の
た

め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

め
た
医
療
関
係
へ
の
不
安
が
あ
る
。

　
本
委
員
会
で
は
、
ご
意
見
を
参
考

に
、
一
般
質
問
や
予
算
要
望
等
を
通

し
、
防
災
施
策
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

未
来
の
農
業
を
見
据
え
た
素
晴
ら
し

い
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
、
観
光
や
企
業
団
地
、
高
速

イ
ン
タ
ー
等
に
つ
い
て
も
市
長
部
局

と
の
会
議
の
中
で
も
委
員
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
や
経
験
を
も
と
に
様
々
な
角

度
で
議
論
が
な
さ
れ
、
本
市
の
事
業

が
よ
り
一
層
充
実
し
た
形
で
実
施
さ

れ
て
い
く
た
め
の
一
助
を
担
う
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。
私
た
ち
の

議
論
も
踏
ま
え
、
本
市
が
ま
す
ま
す

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
と
共

に
、
そ
の
考
え
や
想
い
を
次
の
経
済

建
設
委
員
会
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー

に
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

経
済
建
設
委
員
会

　
４
議
案
が
付
託
さ
れ
、
各
委
員
か

ら
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
が
現
在

の
委
員
会
体
制
と
し
て
は
最
後
の
定

例
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
２
年
間
通
し
て
充
実
し

た
委
員
会
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
農
業
分
野
に
対
し
て
委
員
の
関
心

は
非
常
に
高
く
、Ｊ
Ａ
愛
知
東
と
の
勉

強
会
を
実
施
し
、
奥
三
河
の
農
業
の

現
況
と
今
後
の
見
通
し
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
奥
三
河
の
農
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
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総
合
政
策
調
査
特
別
委
員
会

　
総
合
政
策
調
査
特
別
委
員
会
は
、

次
の
３
題
の
調
査
・
研
究
を
行
う
た

め
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
次
新
城
市
総
合
計
画

　
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
度
が

平
成
30
年
度
の
た
め
、
市
政
運
営
の

最
上
位
計
画
で
あ
る
新
し
い
総
合
計

画
策
定
は
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。
議

会
が
策
定
段
階
か
ら
関
わ
り
、
審
議

会
で
の
議
論
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
、

本
委
員
会
で
各
委
員
が
意
見
を
述
べ

た
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
そ

う
し
た
議
論
を
経
て
、
内
容
を
精
査

し
、
平
成
31
年
３
月
定
例
会
で
議
決

し
、
策
定
さ
れ
た
の
が
第
２
次
新
城

市
総
合
計
画
で
、
令
和
12
年
度
ま
で

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
し
、
目

指
す
将
来
像
を
「
つ
な
が
る
力
　
豊

か
さ
開
拓
　
山
の
湊
し
ん
し
ろ
」
と

し
ま
し
た
。

東
三
河
広
域
連
合

　
東
三
河
各
自
治
体
が
単
独
で
行
っ

て
い
た
事
務
の
共
同
処
理
と
新
た
な

連
携
事
業
を
行
う
た
め
、
本
委
員
会

に
お
い
て
規
約
の
変
更
を
審
査
し
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
介

護
保
険
事
業
が
統
一
さ
れ
、
東
三
河

広
域
連
合
が
事
務
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
事
業
実
施
ま
で
の
事
業
内
容

の
精
査
と
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

第
２
次
新
城
市
財
政
健
全
化
推
進
本
部

　
財
源
が
潤
沢
で
な
い
中
、
予
定
さ

れ
る
大
型
事
業
に
よ
る
財
政
負
担
増

が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て

財
政
健
全
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

本
市
は
第
２
次
財
政
健
全
化
推
進
本

部
を
設
置
し
ま
し
た
。
推
進
本
部
が

歳
出
見
直
し
、
歳
入
確
保
、
公
共
施

設
の
適
正
管
理
の
対
応
策
を
検
討
す

る
一
方
、
本
委
員
会
が
そ
の
検
討
、

進
捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
ま
ち
づ
く
り
集
会
で
議
題
と
な
っ

た
市
内
に
多
数
あ
る
公
共
施
設
の
あ
り

方
は
、
今
後
も
市
民
意
見
の
確
認
を
し

な
が
ら
、
具
体
的
な
道
筋
を
議
会
も
認

識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
災

害
時
に
お
け
る
議
会
の
継
続
性
を
担

保
し
、
ま
た
、
感
染
症
や
小
規
模
災

害
な
ど
新
城
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
発
動

を
伴
わ
な
い
場
合
の
対
応
を
明
確
に

す
る
た
め
、「
新
城
市
議
会
災
害
時
対

応
基
本
計
画
（
新
城
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
含
む
）」
と
改
め
ま
し
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議
を
試
行
運

用
し
ま
し
た
。

　
来
期
の
課
題
と
し
て
、①
議
会
基
本

条
例
の
見
直
し
、②
議
員
政
治
倫
理
条

例
の
見
直
し
、③
議
員
定
数
、④
委
員

会
の
付
託
格
差
、⑤
広
報
広
聴
委
員
会

の
強
化
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
の
議

論
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
は
議

会
改
革
・
活
性
化
に
関
す
る
調
査
研

究
を
行
う
た
め
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
期
は
①
議
会
に
関
す
る
市
民
意

識
調
査
の
実
施
と
検
証
、②
議
会
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
、③
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
構
築
、④

政
策
サ
イ
ク
ル
の
確
立
、⑤
議
会
基
本

条
例
の
見
直
し
、⑥
議
員
政
治
倫
理
条

例
の
見
直
し
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
政
治
倫
理
条
例
の

見
直
し
が
平
成
30
年
12
月
定
例
会
で

改
正
案
を
可
決
、
同
月
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
後
期
は
、
令
和
２
年
12
月
定
例
会

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
そ
の

ル
ー
ル
作
り
と
し
て
『
本
会
議
、
各

種
委
員
会
等
で
運
用
開
始
に
伴
い
必

要
な
「
業
務
の
効
率
化
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
、
議
会
機
能
強
化
」』
等
を
議

論
し
、
令
和
３
年
６
月
定
例
会
か
ら

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
の
本
格
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
構
築
に
つ
い
て
Ｂ

Ｃ
Ｐ
部
会
を
設
置
し
て
検
討
を
進
め
、

平
成
31
年
３
月
に
新
城
市
議
会
Ｂ
Ｃ

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
今
期
設

置
さ
れ
た
２
つ
の
特
別
委
員
会
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
８
月
18
日
付
け
で
下
江
洋
行
議
員

か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
同
日
付

け
で
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
人
事
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８
月
10
日
に
地
方
議
会
総
合
研
究
所

廣
瀬
和
彦
講
師
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
中
心
に

議
員
倫
理
も
交
え
、
事
例
も
挟
み
つ
つ

の
内
容
で
し
た
。

●
内
容
（
抜
粋
）

・
大
き
く
分
け
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、

マ
タ
ハ
ラ
の
３
つ
が
あ
る
。

〈
パ
ワ
ハ
ラ
〉

　
以
下
の
３
つ
の
要
件
全
て
を
満
た
す

と
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
る
。

①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
。

②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
た
も
の
。

③
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も

の
。

【
判
断
】

　
受
け
手
の
判
断
と
、
そ
れ
を
客
観
的

に
み
て
ど
う
な
の
か
、
二
段
階
で
見
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

【
影
響
】

　
パ
ワ
ハ
ラ
が
行
わ
れ
る
議
会
は
、
仕
事

を
行
う
上
で
職
場
環
境
が
悪
く
議
員
や
職

員
の
心
の
健
康
が
害
さ
れ
、
ま
た
、
職
務

を
果
た
せ
な
い
た
め
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
、
議
会
、
執
行
部
へ
の
批
判
が
高
ま
る
。

【
議
員
と
議
会
事
務
局
職
員
と
の
関
係
】

　
議
員
と
職
員
は
上
司
部
下
の
関
係
で
は

な
い
。
議
長
の
み
が
職
員
の
任
命
権
を
持

つ
。
議
員
は
、
職
員
に
対
し
て
指
揮
命
令

の
権
限
は
な
い
。

【
対
応
】

　
全
国
的
に
は
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
泣
き
寝

入
り
を
す
る
議
員
が
多
い
が
、
こ
れ
は
悪

い
こ
と
で
あ
る
。
実
態
が
わ
か
ら
ず
改
善

さ
れ
ず
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
な
く
な
ら
な
い
。

相
談
で
き
る
窓
口
を
置
く
必
要
が
あ
る
。

【
効
果
的
な
取
り
組
み
】

①
研
修
会
等
を
行
う
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
等
実
態
調
査
を
行
う
。

③
相
談
窓
口
設
置
。

④
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
議
会
基
本
条

例
や
政
治
倫
理
条
例
に
明
記
し
、
対

応
方
針
を
つ
く
る
。

12 
月
定
例
会
日
程（
予
定
）

編
集
後
記

12
月
10
日

15
日

16
日

17
日

20
日

21
日

24
日

本
会
議
第
１
日

市
長
所
信
表
明
　※

中
継

議
案
の
審
議

本
会
議
第
２
日 

一
般
質
問
　※

中
継

本
会
議
第
３
日 

一
般
質
問
　※

中
継

総
務
消
防
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

予
算
・
決
算
委
員
会

本
会
議
第
５
日

議
案
の
審
議

本
会
議
第
４
日

一
般
質
問
（
予
備
日
）※

中
継

議
案
の
審
議

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
新
し
い
市
長
・

議
会
構
成
が
決
ま
り
、
次
の
市
政
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
前
任
期
に
お
い
て
は
、
交
付
金
の
不

正
交
付
や
政
務
活
動
費
の
不
正
請
求
な
ど

に
多
く
の
議
員
が
関
わ
り
、
議
会
の
信
頼

を
揺
る
が
す
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
次
の
議
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
善
政
競

争
に
努
め
信
頼
回
復
と
開
か
れ
た
議

会
、
本
来
の
役
目
で
あ
る
市
民
福
祉
の

向
上
と
市
政
発
展
に
向
け
て
、
連
携
と

協
調
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
滝
川
健
司
）

■
広
報
広
聴
委
員
会

　
委
員
長
／
滝
川
健
司

　
副
委
員
長
／
鈴
木
長
良

　
委
　
　
員
／
竹
下
修
平

　
柴
田
賢
治
郎
　
小
野
田
直
美

　
中
西
宏
彰
　
齊
藤
竜
也

　
佐
宗
龍
俊

●
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
、
議
会
事

　
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
電
話
﹈０
５
３
６－

２
３－

７
６
５
７

﹇
メ
ー
ル
﹈gikai@

city.shinshiro.lg.jp

﹇
W
E
B
﹈

議
会
中
継
を

　ご
覧
く
だ
さ
い

　
一
般
質
問
の
様
子
を
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
で
、
終
了
時
刻
は
議
事

の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。


